
 

「条件つきの愛」と「無条件の愛」 

校長 西川芳夫 
 

 毎朝、私は朝学習の時間に校舎内を一周まわります。どの学年もシーンとした静けさ

のなかで１日のスタートが始まっています。「朝の新鮮な空気と教室の静けさ、気持ち

がいいな…」と、生徒のじゃまにならないように、そっと廊下を歩いています。 

 今年度は生徒の自治的な活動に力を入れています。生徒会執行部の提案のもと、生徒

たち自身が、学級・学年・学校の課題をホールに貼り出し、協力して課題解決を図って

いこうとしています。委員会活動も各委員会が生徒集会で工夫をしながら発表していま

す。生徒自身の自主的な活動を全教職員で見守り、育てていきたいと思います。 

 先週、中間テストが終わりました。テスト前には学習会等で、教員に質問したり、お

互いに教え合ったりする生徒の熱心な姿が見られました。３年生では高校

の体験入学がはじまっています。各学年、遠足も成果を上げ、無事終わり

ました。１学期も山場の６月。授業や部活動に集中し、力をつける時です。

実り多い１学期になるよう、ご支援とご協力をよろしくお願いします。 

 

 以前、ある研修会で聴きました講演の内容をお伝えします。元藤島高校校長で教育相

談で活躍されてきた和田周平氏の講演「親の言葉が子どもの人生をつくる」で、私自身

親として、「なるほど」と思ったことがたくさんありました。次の２点を紹介します。 

 

 

 勉強や運動や手伝いができたときだけほめるのを「条件つきの愛」といいます。例え

ば、「いつも、テストの点数が良くてえらいね」「すごく良いタイム（順位）だったね。

がんばっているね」等です。良い結果や行動をほめることも当然良いのですが、この愛

だけで育つと、子どもは家族から真に愛されているとは感じられず、他人の評価ばかり

を気にして、心の不安定な子に育つ恐れがあるとのことです。 

 これに対して、子どもが何かができる、できないに関係なく、子どもを認めることを

「無条件の愛」といいます。「お前がいてくれてうれしい」「お前は大事な子だよ」の

サインを送り続けること。それが、子どもが自分のもてる力を思う存分発揮する秘訣だ

そうです。具体的な行動として、子どもへの笑顔、「子どもの名前」を呼んでの言葉が

け、楽しい食事に心がけることが大切だということです。 

 

 

 ソフトバンクの孫氏、アップル社のスティーブ・ジョブズ氏は、小さい頃、劣等感に

さいなまれている時、「おまえは、今は勉強が嫌いかもしれない。でも、好きになると

きはきっとくる。おまえは将来きっと、人の役に立てる人だと分かっているよ」二人に

は、親から励まされた、同じような経験があったそうです。 

 「何の根拠もないのに、こんな調子のいいこと言っても大丈夫なのかな？」と思って

も、言い続けると、子どもはその気になり自信を持ってくる。そして、本人はその言葉

を将来まで持ち続け、自分自身を励ますのだということです。 
 
 日々、我が子の悪いところばかりが目について、愛情のない子育てになりがちな私自

身を反省し、子育てを振り返るよい機会となりました。 

１「条件つきの愛」だけでなく、「無条件の愛」を 

２ 子どもがふるわない時に、ほめられた言葉は、一生その子を支える 
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☑ 小浜二中「学校日誌」 毎日更新しています 



        

 

 生徒指導部 山下和彦 

  

 

 

 

 

 

 

生徒会より 
前期生徒会執行部が中心となって、「Two hundred

ひじきミッション」というプロジェクトを始めていま
す。これは、クラスの課題・学年の課題・二中の課題、
合計２００個の課題を出し合い、その改善に向けた取
り組みです。生徒会では、この取り組みで「ひ評判の
いい二中・じ常識、規則が守れる二中・き協力できる
二中」を目指し、「愛される二中生」という目標に向
かって行きたいと考えています。ホールのパネルを２
枚使って、クラスや学年、学校の頑張りを見える化し
ていますので、一度ご覧になって下さい。 

衣替えに関して 
6 月 5 日（月）より、夏服完全実施となります。ボタンや名札など、きちんとした身な

りで登校できるよう、ご協力よろしくお願いします。夏服に関して、保護者から「女子の
白の長袖（夏服）は３年生しか着られないのですか」という問い合わせがありました。学
校にはそのようなきまりはございませんので、保護者の方で判断をしていただけるとあり
がたいです。 

 

 

                        学校日誌 
 

   ★アクセス数が増えてきました ! ! ! ! !  

   ★配付文書もいくつか掲載中 ! ! ! ! !  
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６月の生活目

標 

今月の生活目標は『二中生のすばらしさを発揮しよう』です。今月は、小中連絡会・学校訪問（研究

授業）などがあり、たくさんの方々がみなさんの様子を見に来られます。自分のよさを、二中生のすば

らしさを見ていただくチャンスです。  

さて、みなさんは『二中のすばらしさって何だろう』と考えたことはありますか？戸惑う人も多いと

思います。特に１年生は、入学してからまだ２ヶ月くらいしかたっていないので、「何だろうな」と考

える人も多いでしょう。でも、２、３年生になると、今までの経験からたくさん考えつくのではないで

しょうか。ぜひ、自分たちの学校のすばらしさを、自信を持って言えるようにしてほしいと思います。

思いつかない…という人、これからでも構いませんので、ぜひ見つけていってほしいと思います。  

６月の生活目標 

・毎月、お忙しい場合は、サインや一言でも結構です。 

・保護者の声については次号で紹介させて頂くことがありますが、ご了承ください。 

小浜二中 



●「制汗剤」「汗拭きシート」について 

夏のシーズンインを控え、 

「制汗剤」（スプレー、ミスト、パウダー、塗るタイプなど）  

「汗拭きシート」（右に示した種類のもの） 

に関しての学校の指導方針は以下のとおりです。 

①学校内で使用する必要が無いので持って来ない。 

②家庭においても、学校に登校する前については、 

臭いのあるものは周りの環境に刺激を及ぼすので使わない。ご理解とご協力をよろ

しくお願いします。 

ただし、健康上または体質上やむを得ない場合は、担任と相談の上、必要と認めら

れた場合は許可します。その場合は、無色・無香料の物を使用して下さい。 

 

 

●「日焼け止め」について 

 多くの研究により、紫外線を浴びすぎると人の健康に影響があることがわかってき

ました。長期的な健康への悪影響予防のためには、紫外線の浴びすぎを防止すること

が重要です。以上のようなことから日焼け止めの使用を認めています。 

ただし、無香料・無臭のものに限ります。時、場所、場面を考えて使用してください。 
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【お知らせ】PTA総会で説明済みですが、質問がありましたので再度お知らせします。 

★体育祭の開催時期が変わった理由について 

体育祭の時期が変更になった理由は3点あります。1つ目は、ふるさとウォークがなくな

り、2学期の大きな行事が1つなくなったこと。2つ目は、体育祭は3年生がリーダーとな

った縦割りを行いたいこと。その際、縦割り編制について、今年度生じた３学年のクラス

数が揃わなくなったこと（１，２年生のみ５クラス）をどのようにしていくのか、という

準備期間が必要なこと。そのためには6月では早すぎるということ。3つ目は、遠足が5月

末になったことで、遠足と体育祭の準備を同時に行うことは難しいということ。 

以上の3点から、体育祭の時期が変更になりました。最大限調整は図っておりますが、

小･中学校双方の事情により重なっている地区もあり、申し訳なく思っております。ご理解

頂ければ幸いです。 



ホールに掲示された 
目標を忘れずに!! 

                           部活動担当 古田哲也 

【みなさんの活躍を耳にします】 
それぞれの競技で本格的にシーズンが始まってきた今日この頃。県大会などの上位大会に参

加する機会もあったと思います。そんな中で、ソフトボール部はドリームカップ嶺南大会で優勝、柔
道部は県大会で
男女合わせて４名が３位に入賞、陸上部も県大会で２名が２位に入賞したという報告を聞きました。ま

た、水泳競技においては本校から２名が「チームふくい強化指定選手」に認定されるなど、多くの生徒が
県のトップレベルで活躍しています。みなさんの活躍は学校にとっての誇りです。この夏、どれだけ良い報
告が聞けるのか楽しみになってきました。 

【集大成】 

さて、仕上げの時期です。３年生にとっては、２年半続けてきた部活動がもうすぐ終わろうとしています

。想像できますか？引退した後の生活がどんなものか。１、２年生は、先輩たちがいなくなった後の生活

がどんなものか・・・。 

 

 

 

 

 

 

 
今まで、ぼんやりとしか見えなかった「引退」そして「世代交代」が、いよいよ現実味を帯びてきました。

引退して初めて部活動の存在の大きさに、先輩の偉大さに気づかされます。確かなことは、引退したら
同じ場所で、同じ仲間とともに汗を流すことは二度とないということです。 
では、この一ヶ月に心がけてほしいことを３つ。 

①ケガをしない 
自分のもつ力を発揮するための最低条件です。ケガをしやすい場面とは… 

・ゆるんだ雰囲気で練習をしているとき 

・逆に大会前に気持ちが入りすぎていて無茶なプレーをしようとするとき 

・休み時間（部活に対する意識がうすい時間帯） 
最も悔やまれるのは部活の時間以外でケガをすることです。落ち着いた学校生活
を送り、引き締まった練習をし、冷静にプレーすることで、ケガの予防に努めること。 

②暑い中でも自分の力を発揮できる体と心を 
夏は暑さとの戦いでもあります。冷房がある環境に慣れすぎて、暑さに負け

てダラダラと練習してしまう…、これではいけません。暑い中でも自分のパフォ
ーマンスを落とさずに力を発揮する意識で練習に取り組むことが大切です。でも、それをきたえる場面は
部活だけではありません。体育の後の授業でも集中する、暑くても掃除をしっかりする…生活の中できた
える場面がたくさんあります。常に暑さに負けない意識を。 

③スイッチＯＮ！！ 
放課後になると、グラウンドやアリーナ、武道館や教室に、大きな声や楽器の音が響き渡る。そして、

その場に足を踏み入れるとピリッとした緊張感を感じる。全ての部活動が大会に向けてのスイッチが入っ
ている。最後にそんな勢いを感じさせる二中生であってほしい。その勢いをつくるのは…誰の仕事? 

さあ、夏の地区大会までいよいよあと約一ヶ月。みなさんはこの一ヶ月をどう過ごす？ 

保護者の皆様へのお願い 
日頃より本校部活動に対するご理解とご協力、誠にありがとうございます。さて、大会等での生徒への

差し入れについてお願いがございます。保護者の皆様には普段より遠征費やお弁当をはじめ、多くの部
分でご負担をおかけしております。そのため、これ以上のご負担をおかけしないようにという観点から、本
校では大会等での生徒への差し入れを控えていただきたくお願い申し上げます。大変申し訳ございませ
んが、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

３年生 

１・２年生 

自分は悔いなく引退 
できたのだろうか？ 

 
部活のない学校生活って 
どんなものだろう？ 

 
高校でも同じ競技を 
続けるのだろうか？ 

 

先輩がいなくなったら 

誰が指示を出すの？ 
 

キャプテンって 
誰になるんだろう？ 

 
新しいチームは 
強くなるのかな？ 

 


